
 

The Highlight of GIRLS’ Game 
今回の大会も、優勝に一番近いのは岐阜女子高だ。岐阜女子高が初優勝を果たしたのは、昭和 63 年 11 月 2 日の選抜

大会だった。それから 26 年、今年も 23 年連続 24 回目の優勝に挑む。ｽﾋﾟｰﾄﾞとﾊﾟﾜｰあふれるﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙを県内及び全

国の岐阜女子高ﾌｧﾝに披露してもらいたい。そんな一帝国を築き上げた岐阜女子高の連続優勝記録を止める高校は現れ

るのか！最もその位置に近いのは県岐商高であろう。悲願のｳｨﾝﾀｰｶｯﾌﾟ出場を目指し、決勝戦では岐阜女子高相手にど

れだけ食らいつけるか注目したい。高山西高は、新ﾁｰﾑ主体の中で３年生の経験値を生かし一丸となって順当に準決勝

まで登っていくだろう。また、メキメキと頭角を現してきたのが岐阜農林高である。「ひたむきに」「一生懸命に」「礼

儀正しく」をﾓｯﾄｰに、基礎基本の徹底をしてきた。試合を観てくださる方々に、感動と勇気を与えてくれること間違い

なしだ！！ 

今年の岐阜女子高はさらにﾚﾍﾞﾙｱｯﾌﾟしている。ﾃﾞｨﾌｪﾝｽからｵﾌｪﾝｽに転じるｽﾋﾟｰﾄﾞや、ｲﾝｻｲﾄﾞと

ｱｳﾄｻｲﾄﾞの使い分けなどの状況判断能力を日頃の練習でさらに磨きあげてきた。怪我を克服し、ﾌﾟ

ﾚｰの成長も著しい#4 SG 大橋（３年・大垣東中）、走れるｾﾝﾀｰとして得点力がｱｯﾌﾟしている#6 CF 

谷（３年・猿投中）、ｾﾝﾀｰとしては小柄であるが全国屈指のﾃﾞｨﾌｪﾝｽ力・ﾘﾊﾞｳﾝﾄﾞ力を誇る#8 C ﾃﾞ

ｲﾔｲ ﾌｧﾄｰ（１年・LBD 中）、大型ｶﾞｰﾄﾞとしてﾊﾟﾜｰ・ｽﾋﾟｰﾄﾞは日本代表 U-18 に招集されてもおかしくない能力をもっ

ている#12 G 田中（２年・鼓ケ浦中）、今後ｼｭｰﾀｰとして期待が大きい#7 F 村瀬（２年・藤浪中）の活躍が、大会に花

を添えてくれるだろう。 

明るく元気な応援で会場を惹きつける岐阜総合高。「どんな状況でも笑顔でﾌﾟﾚｰする」を合言葉にしてきた。ｺﾞｰﾙに

向かう気迫とﾁｰﾑ１強い気持ちをもっている#4 F 横山（３年・那加中）、状況に応じた賢いﾌﾟﾚｰを選択できる#5 F 髙

木（３年・高田中）が攻守の軸として活躍し、ﾍﾞｽﾄ８を死守したい。足を使ったﾁｰﾑﾃﾞｨﾌｪﾝｽとﾁｰﾑﾘﾊﾞｳﾝﾄﾞで戦いに挑む

のは恵那高だ。ｽﾋﾟｰﾄﾞあるﾌﾟﾚｰと相手の意表を突くﾊﾟｽでｹﾞｰﾑを作る#4 PG 安藤（３年・恵那西中）や、#6 C 加藤（２

年・岩邑中）のﾊﾟﾜｰやｽﾃｯﾌﾟを生かしたｺﾞｰﾙ下のﾌﾟﾚｰで、一試合一試合を全力で戦ってほしい。昨年度の大会で成し遂

げたﾍﾞｽﾄ８の壁に挑みたいのが東濃実高だ。ﾁｰﾑの柱として、ﾄﾞﾗｲﾌﾞｲﾝ・3P ｼｭｰﾄなど器用にﾌﾟﾚｰを変化できる#4 F 安

冨祖（２年・東中）、ﾘﾊﾞｳﾝﾄﾞとｺﾞｰﾙ下での体の強さ No.1 の#5 PF 小川（２年・中部中）で今大会に挑む。 

また、全員でﾃﾞｨﾌｪﾝｽを 40 分間やり抜き、全員で点を取りに行くことを目標にしている大垣日大高は、#4 PF 新谷

（２年・大垣北中）と#6 PG 安藤（２年・大垣東中）のﾄﾞﾘﾌﾞﾙﾜｰｸとｽﾋﾟｰﾄﾞで相手のﾃﾞｨﾌｪﾝｽを崩しに行く。 

 

県総体決勝戦、粘りのﾃﾞｨﾌｪﾝｽと正確なｼｭｰﾄ力で女王岐阜女子高を苦しめ、会場を沸かせた第

２ｼｰﾄﾞの県岐商高。#4 SG 市原（３年・那加中）と#5 SG 大西（３年・三輪中）がｽﾋﾟｰﾄﾞ溢

れるﾌﾟﾚｰでﾁｰﾑを引っ張る。ｶﾞｯﾂあふれるﾌﾟﾚｰが持ち味の#9 辻（３年・江並中）、ﾂｲﾝﾀﾜｰの#6 川

島（３年・伊奈波中）・#7 藪下（３年・神戸中）のﾎﾟｽﾄﾌﾟﾚｰに注目したい。「明るく、最後ま

で粘り強く」を信条に、今大会も優勝を狙う。 

 郡上高は、普段から自ら考えるﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙをおこなうことを意識し、ﾎﾞｰﾙを追う姿勢、ｺﾞｰﾙを狙う姿勢は流れを引き

込む大きな武器と言える。#4 F 酒井（２年・大和中）のｺｰﾄを走り回り相手を出し抜くﾌﾟﾚｰや、#5 PF 和田（２年・

八幡中）の相手からﾎﾞｰﾙをもぎ取り攻撃に転ずる力強いﾌﾟﾚｰ、#8 PG 蓑島（２年・白鳥中）のｹﾞｰﾑﾒｰｶｰとしてｱｸﾞﾚｯｼ

ﾌﾞな動きで仲間を生かすﾌﾟﾚｰに注目だ。ﾁｰﾑﾃﾞｨﾌｪﾝｽとﾁｰﾑｵﾌｪﾝｽを大切にしている大垣商高。#4 C 栃川（３年・大垣東

中）がｵｰﾙﾗｳﾝﾄﾞﾌﾟﾚｰﾔｰとしてﾁｰﾑを引っ張り、多彩なﾄﾞﾘﾌﾞﾙとｼｭｰﾄが持ち味の#7 PF 石田（２年・高田中）と#8 PG 畑

中（２年・大野中）を中心に築き上げてきたﾁｰﾑ力を、どのように発揮してくれるのか期待が高まる。県岐商高との戦

いが楽しみだ。短時間ながら選手同士でﾒﾆｭｰを決め、真摯に練習に取り組んでいる大垣北高。普段の集中力を生かし、

#4 F 木原（２年・神戸中）の独特のﾘｽﾞﾑから放たれる正確なﾐﾄﾞﾙｼｭｰﾄや、相手からﾎﾞｰﾙを奪うﾃﾞｨﾌｪﾝｽ力をもつ#6 SG 

中島（２年・垂井北中）、身長の低さを感じさせないくらい攻撃の幅が広い#7 C 水谷（２年・輪之内中）の活躍から、

笑顔で彼女たちらしい試合が展開されることを願う。 
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第３ｼｰﾄﾞの高山西高は、「基礎基本の繰り返し」を重視し、常に目的意識を持ち、個人技能を高

めるための努力をしてきた。１・２年生主体のﾁｰﾑとなり、新たな選手が頭角を現してきている。

３年生の経験値も生かしﾁｰﾑ一丸となって今大会も大いに暴れてくれる事に期待したい。 

長良高は、ﾊﾟﾜｰのあるｺﾞｰﾙ下の守護神#4 C 總山（２年・加納中）が柱となってくる。また、

小柄ながらｲﾝｻｲﾄﾞ・ｱｳﾄｻｲﾄﾞのｵｰﾙﾗｳﾝﾀﾞｰな活躍を期待する#6 中村（２年・笠松中）や、#9 藤森（２年・加納中）の

粘り強いﾃﾞｨﾌｪﾝｽとｹﾞｰﾑｺﾝﾄﾛｰﾙからﾘｽﾞﾑを作りだし、長良高らしいﾏﾝﾂｰﾏﾝﾃﾞｨﾌｪﾝｽから速い展開のﾊﾞｽｹｯﾄでより高みを目

指す。 

高山西高と長良高に立ち向かうのは、「一球総力」を部訓とする中津商高だ。#4 C 酒向（３年・岩村中）のﾘﾊﾞｳﾝﾄﾞ

やﾙｰｽﾞﾎﾞｰﾙへの身体を張ったﾌﾟﾚｰや、#5 PG 佐藤（３年・第二中）の、窮地でみせる集中力を中心に、全員がｺｰﾄで躍

動する姿を魅せてもらいたい。ｽﾋﾟｰﾄﾞを武器にした速い展開と、ﾎﾞｰﾙをとことん追いかける粘り強さが持ち味の益田清

風高。大きな声でﾁｰﾑをﾘｰﾄﾞする司令塔の#4 PG 齋藤（２年・萩原南中）や、#8 SG 中島（１年・金山中）の素早く

どこからでもｼｭｰﾄに繋げられる器用さを活かして、今大会ﾍﾞｽﾄ 16 を目指す。 

 

最も波乱の起こりそうなのは激戦区 D ﾌﾞﾛｯｸだ。対岐阜女子高への挑戦権をかけて、一回戦

からつぶし合う形になる。第４ｼｰﾄﾞの岐阜農林高は簡単には駒を進めさせてもらえないかもし

れない。普段から「声と基礎基本」を大切にし、相手を圧迫する粘り強いﾃﾞｨﾌｪﾝｽをさらに鍛え

てきた。#4 PG 馬渕（３年・神戸中）のｹﾞｰﾑｺﾝﾄﾛｰﾙと献身的なﾌﾟﾚｰ、#7 PF 林の内外角から

のｼｭｰﾄ、#8 PF 早矢仕（３年・穂積中）のﾘﾊﾞｳﾝﾄﾞ力とﾎﾟｽﾄﾌﾟﾚｰ、#10 SF 渡邊（３年・笠松中）のひたむきなﾃﾞｨﾌｪﾝ

ｽ、また成長著しい下級生の#12 PF 石丸（２年・長良中）・#15 PF 長縄（１年・桜丘中）・#18 SG 矢吹（１年・大野

中）にも期待したい。最後まで戦い抜く強い心で勝ち進み、ﾒｲﾝｺｰﾄに立つ岐阜農林高を見てみたい。 

 打倒！岐阜農林高に燃えるのが、新人戦では逆転勝ちをしたものの、県総体のﾌﾞﾛｯｸ決勝では同校に敗れた土岐商高

だ。ﾘﾍﾞﾝｼﾞに燃えているに違いない。#4 PG 伊藤（３年・瑞陵中）の相手をかきまわすｽﾋﾟｰﾄﾞあるﾄﾞﾘﾌﾞﾙﾜｰｸ、脚力が

自慢で速攻の要である#5 F 新免（３年・北陵中）、長身ながらｲﾝｻｲﾄﾞだけでなくｱｳﾄｻｲﾄﾞｼｭｰﾄの活躍も楽しみな#6 F 栗

山（３年・陶都中）のﾌﾟﾚｰで、今大会では冬からの雪辱を果たしﾍﾞｽﾄ 4 に返り咲いてもらいたい。 

 さらに、虎視眈々とｼｰﾄﾞ校の座を狙っているのが、近年着実に力をつけてきている関商工だ。体格と脚力を武器とし

た 3 年生ﾁｰﾑに新たな戦力が加わった。ﾊﾟｽｾﾝｽとｼｭｰﾄｾﾝｽを兼ね備えた#13 SG 高山（２年・美濃中）、負けん気の強さ

と、ﾊﾟﾜﾌﾙなﾄﾞﾘﾌﾞﾙで相手を切り裂く#14 PF 細川（２年・八幡中）、ズバ抜けた得点能力を持つ#18 SF 平林（１年・

美濃中）、懐の深いﾄﾞﾘﾌﾞﾙと 3P ｼｭｰﾄが得意な#17 SG 野村（１年・美濃中）。上級生と下級生の力が融合した力が波乱

を巻き起こしてくれるに違いない。同じくｼｰﾄﾞ校を狙うのが斐太高だ。ﾘﾊﾞｳﾝﾄﾞを中心にｺﾞｰﾙ下を制す#4 C 大沢（２

年・東山中）、#5 PG 知手（２年・日枝中）の小柄ながら持ち前のﾊﾝﾄﾞﾘﾝｸﾞと視野の広さからのｱｼｽﾄで勝ち進んでもら

いたい。「基本の連続と繰り返しが、応用でありｹﾞｰﾑである」ことをﾓｯﾄｰとし、繋げる・続けるといった雰囲気が見ら

れるﾁｰﾑ作りを目指す飛騨高山高。#4 PF 田口（２年・日枝中）の積極的な攻撃とﾘﾊﾞｳﾝﾄﾞや、#6 PG 井之口（２年・

古川中）のオールラウンドな活躍で、試合の主導権を握りｹﾞｰﾑを通じて個人やﾁｰﾑが成長できる大会にしてもらいたい。 

新ﾁｰﾑの人数に恵まれた岐阜高。堅実なﾌﾟﾚｰで攻守の柱の#4 SG 海野（２年・長森中）を中心に、ﾁｰﾑ一丸となって

粘り強いﾃﾞｨﾌｪﾝｽからの速攻を武器に一戦一戦頑張ってもらいたい。攻守の切り替えを大切にしている岐阜城北高は、

#4 SG 野村奈（２年・清流中）と#9 F 野村亜（１年・清流中）の息のあった姉妹ﾌﾟﾚｰに注目したい。15 人全員で戦っ

ていくﾁｰﾑを目指す中津高は、#4 SG 堀（２年・岩邑中）が元気あふれる声とﾃﾞｨﾌｪﾝｽでﾁｰﾑを引っ張り、器用なﾌﾟﾚｰ

を魅せてくれる#5 C 田口（２年・苗木中）の走りから、初戦を勝利で飾りたい。新ﾁｰﾑになってからﾃﾞｨﾌｪﾝｽを重点的

に取り組んできた可児高は、どんなに苦しい状況でも足を動かし、ﾁｰﾑを支える#4 G/F 上野（２年・広陵中）、最後ま

で走り切ってほしい#5 G 後藤（２年・広陵中）、外からの正確なｼｭｰﾄで勝利に導いてほしい#6 SG 井戸（２年・西可

児中）の活躍を鍵に、個人の力では足りない部分をﾁｰﾑの力で補い勝利を掴みにいく。 
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